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作業者が危険源と接する可能性のある開口部が一覧できるように、真上から見た１枚の図（平面図）
で示しています。
１枚の紙面でリスクマップを作成する場合、正面図や側面図のような作業者の目線に合わせて作成さ
れたリスクマップも多いですが、このように平面図を用いることによって、１枚の図で表すことも可能
です。

残留リスクマップ

残留リスクマップの「No.」は、
残留リスク一覧の「No.」と一致しています。


